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　写真のナカムラギンメは、 2006 年 3 月

16 日、 神奈川県小田原市根府川沖で、

江森正典さんが水深 130m に仕掛けた刺

網によって漁獲されました。 本種は、 日

本では東北地方や北海道沖合の深海か

ら記録されており、今回の標本は相模湾

からの初記録になると同時に、 日本にお

ける南限記録になると思われます。

　一方、 オカムラギンメは、2006 年 3 月

21 日、 愛知県渥美半島大山下の南東

沖約 22km の地点で釣りをしていた三原

幹生さんにより、 水深 130m の海底から

釣り上げられました。 この種は九州 ・ パ

ラオ海嶺以外からの報告がなく ､ 今回の

標本は第 2 番目の記録になると同時に

北限記録になると思われます。

　ナカムラギンメはキンメダイ目ナカムラギ

ンメ科、 オカムラギンメはギンメダイ目ギ

ンメダイ科に分類されており、系統的には

異なりますが、同時期に同水深から同じよ

うな名前の魚が当館に寄贈され、 しかも

両種とも興味深い分布記録であったこと

は、 偶然とは言え 「へえーっ」 と思わせ

るに十分な話題と思いませんか？

ナカムラギンメと

オカムラギンメ

右上 : ナカムラギンメ Diretmichthys parini 
(Post et Quéro, 1981), KPM-NI 16659, 
208.0 mm SL; 左下 : オ カ ム ラ ギ ン メ

Polymixia sazanovi Kotlyar, 1992, KPM-
NI 16665, 248.0 mm SL

　瀬
せ の う

能　宏
ひろし

（学芸員）
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加
か と う

藤ゆき （学芸員）ちょっとした時間に野鳥を楽しむ

　私が本格的に野鳥観察をはじめたのは

1990 年ごろ、 鹿児島の大学に入ってか

らのことです。 当時は、 時間だけはたく

さんあったので、 長期休みや休講のたび

にいろいろな場所へ出かけ、 かなりの種

類の野鳥を観察したものでした。 しかし、

勤め始めると時間が思うように取れませ

ん。 そこで遠出はやめ、 自分の身近な

場所で野鳥を観察、 研究対象とするよう

になりました。 最初は鹿児島県の地方都

市に勤めていたので、 通勤途中に田ん

ぼでタマシギやタゲリをみたり、 職場の

横の河原で調査を行ったりしました。 そ

して、 冬になると多数渡来するツル類を

研究対象としていました。

　しかし、 現在住んでいる地域は、 神

奈川県内では比較的自然が残っている

といわれていますが、 鹿児島とは比べ物

にならないほど野鳥の種類は少なく、 少

しがっかりしています。 それでもよく家の

周りを見ていると、 庭には一年を通して

スズメ （図 1） をはじめシジュウカラやヒヨ

ドリ、 ムクドリ、 キジバトがきて、 家の前

の空き地では 4 月になるとヒバリがさえず

り、秋にはチョウゲンボウ （図 2） やモズ、

冬になるとホオジロ類やツグミがみられる

といった具合に、 なかなか季節感に富ん

でいます。 また、 勤め先である博物館

でも、 一年をとおして建物の周りでイソヒ

ヨドリやハクセキレイ、 セグロセキレイが

みられ、 早川ではカワガラスやカワセミ、

カルガモを楽しむことができます。

　このように、 自宅と博物館を往復するだ

けでも、 年間 30 種以上の野鳥を観察で

きます。 時間さえあれば身の周りで鳥を

探す、 というほとんど職業病とも言える行

動が楽しみの元になっているわけです。

今回は、 双眼鏡を持たずにちょっとした

時間を利用して楽しむことができるバード

ウォッチングのポイントを紹介しましょう。

庭や公園で楽しむ

　私たちにとって一番身近な緑地は庭

ではないでしょうか。 個別の庭がない集

合住宅でも、 共用の公園や屋上庭園、

ちょっとした花壇などが設けられていると

ころも多く見受けられます。 また、 住宅

地には子どもたちの遊び場として公園が

あるところも多いですね。

　そのような緑地には、 意外と野鳥が集

まってきます。 高さ 2 ～ 3 ｍ程度の樹

木はシジュウカラやキジバトにとって絶好

の巣づくりの場所です。 公園などによく

植えられているネズミモチやナナカマド、

サクラなどの実はヒヨドリやムクドリ、 イカ

ル （図 3）、 時にはレンジャク類のエサと

なります。 生垣のツバキやサザンカの花

が咲くと、 メジロやヒヨドリが蜜を吸いに

やってきます。 花壇では、 葉についた

小さな虫を食べようとハクセキレイが歩い

ているときもあります。

　少し大きな公園には人工の池やせせら

ぎが作られていることもあります。 そのよ

うな水場には、 シジュウカラ （図 4） や

ヤマガラ、 メジロ、 キセキレイ、 ヒヨドリ

（図 5） などが水飲みや水浴びにやって

きます。 なかにはサギ類やカワセミのよう

に餌場として利用するものもいます。 野

鳥の目には、 街中の緑地や池は、 オア

シスのようにうつるのかもしれません。

駅で楽しむ

　駅に野鳥なんて、 と思われる方も多い

かもしれませんが、 意外と見られるもの

です。 郊外の駅ではホームに落ちてい

るお菓子のくずを狙ってスズメが歩き、

春になるとホーム上の屋根と柱のすきま

ではハクセキレイやムクドリが巣づくりをし

ていることもあります。 また、 近ごろはツ

バメが構内で堂々と子育てをしている光

景も見かけます。 電車を待っているとき

もポイントです。 JR 新宿駅は日本で最も

乗降客が多く、 頻繁に電車が入ってくる

駅の一つに挙げられると思いますが、 そ

のような騒がしい中でも、 線路ではハシ

ブトガラスが、 ホームの端ではスズメがエ

サをさがしています。 以前、 京急蒲田

駅で電車を待っていたときには、 すぐそ

ばを流れる川でカワウとスズガモが泳い

でいたこともありました。 厳密にいえば駅

の中ではありませんが、 ホームから楽し

むことができる光景ではあります。

街路樹で集団ねぐらを楽しむ

　都市緑化の一環として、 少し大きな道

路沿いや駅前の広場、 ロータリーなどに

は樹木が植えてあることが多いですね。

クスノキであったりサクラであったり、 種類

はさまざまです。 あの街路樹が秋から冬

にかけて小鳥のねぐらとなっていることを

ご存知でしょうか。 夕方、 周囲が薄暗く

なってくると、あちらこちらから集まり始め、

とてもにぎやかになります。 たいていは、

スズメやハクセキレイ、 ムクドリなどで、

違う種類が混ざることはあまりなさそうで

す。 これらの鳥は、 繁殖期にはつがい

ごとに分かれて子育てをしますが、 繁殖

が終わった秋から冬にかけては集団でね

ぐらをつくる、 という習性を持っています。

数百羽、 数千羽もの小鳥が夕方になると

集まり、 集団で眠る光景は圧巻です。

　見つけ方は簡単です。 夕方、 「チュン

チュン」だとか「チッチッ」、「ギュルギュル」

などとにぎやかに鳴く声を頼りに探すこと

図 1. スズメ． 図 2. チョウゲンボウ． 重永明生撮影． 図 3. イカル． 重永明生撮影．
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もできますし、 ねぐらとなっている樹木の

下はフンで真っ白になっています。 おも

しろいことに、 ねぐらとなる樹木は決まっ

て人が多くにぎやかな場所か、 あるいは

街灯で明るく照らされているような場所に

あり、 あまりさびしい場所には見られませ

ん。 これは、 にぎやかな場所のほうが、

フクロウなどの捕食者に襲われる危険性

が低いからだ、 といわれています。

建物で野鳥の子育てを楽しむ

　なかには、 建物で子育てをする野鳥も

います。 家の軒先にお椀型の巣を造る

ツバメ、 戸袋や排気口などに入り込むス

ズメやムクドリなどがその代表です。 イワ

ツバメやヒメアマツバメは高層建造物に集

団で巣を造りますし、 意外なことにビル

の屋上や排気ダクトでチョウゲンボウが繁

殖した例もあります。 また、 警察が出動

し、道路封鎖をさせたたことで有名になっ

たカルガモ （図 6） は、 皇居近くのビル

街の人工池で繁殖しました。 これらの鳥

は元々は自然の環境の中で繁殖をして

いたのですが、 おそらく人間があらゆる

環境に進出するにつれて人工建造物が

増えたため、 鳥のほうもそれに適応して

いった結果なのでしょう。

　身近で野鳥の子育てを観察できる絶好

の機会ですが、 観察をするときは巣に近

づきすぎないようにしてください。 人間が

頻繁に近づくと、 親鳥は必要以上に警

戒し、 繁殖を放棄してしまいます。 する

と、 卵はふ化せずヒナは死んでしまいま

す。 巣を見つけても覗きたい気持ちを抑

え、 少し離れたところからそっと観察する

ようにしてください。

電車や自動車から楽しむ

　私の自宅から博物館まで、 私鉄を乗

り継いで 40 分ほどかかります。 この間、

晴れている日には車窓から景色を眺めて

います。 特に小田急線渋沢駅から栢山

駅にかけて広がる田園地帯では、 知らな

いうちに野鳥を探しています。 観察のポ

イントは水路やあぜ、 河川を見逃さない

ようにすることです。 春にはつがいとおぼ

しきカルガモがあぜに座り込み、 その側

を巣材をくわえたムクドリやハシボソガラス

が飛んでいます。 初夏にはコアジサシが

酒匂川周辺でみられ、 秋から冬にかけ

てチョウゲンボウやノスリなどが飛んでいる

こともあります。

　自動車の助手席に乗っているときも絶

好の観察機会です。 例えば、 自宅から

博物館へ車で行くときに小田原厚木道路

を通ることが多いのですが、 二宮 IC か

ら小田原方面へ車で向かっていると、 料

金所まではカラス類やオオタカ、 ヒヨドリ

がよく見られます。 そして酒匂川では冬

はノスリ、 初夏にはコアジサシ、 イワツバ

メが飛び、 運が良いと電灯に止まってい

るウミネコやヤマセミも見られたりします。

小田原西 IC 付近では、冬にハイタカ （ツ

ミ？） が見られたときもありました。 一方、

海岸沿いを走る西湘バイパスは海鳥の宝

庫です。 ウミネコ、 セグロカモメといった

カモメ類や、 時としてミズナギドリ類も見ら

れます。 首都高速道路を走っていたとき

には、 新宿あたりでチョウゲンボウがトビ

を追いかけているのを観察したこともあり

ます。

　このように、 電車や自動車に乗ってい

る退屈な時間を利用して、 バードウォッ

チングを楽しむことができます。 ただし、

観察できる時間は数秒程度ですから、

あまり小さな鳥は識別できません。 また、

事故の元になるので、 自動車を運転し

ながらの観察は絶対に止めてください。

うれしい発見

　仕事柄、 地方へ出張することが一年に

何回かあり、 私用でもいろいろな場所へ

出かけます。 その移動の途中におもしろ

い経験をしたことがあります。 2004 年冬

に東海道新幹線に乗って名古屋方面へ

向かっていたときのこと、 天竜川 （静岡

県） を通ったとき、 河原にたたずむコウ

ノトリを発見しました。 見られたのはほん

の数秒でしたが、 その特徴のある姿を間

違えるはずもないと考え、 兵庫県立コウ

ノトリの郷公園へ報告しました。 そうした

ところ、 確かにその周辺で確認されてい

るが、 新幹線に乗って見られるなんて運

が良いねと言われました。

　沖縄のある空港では、 飛行機に乗った

後、 発着の都合により駐機場で待たされ

たことがありました。 手持ち無沙汰なの

で外を見ていると、 オオチドリがメダイチ

ドリとオオメダイチドリと一緒に飛行機のす

ぐ横の芝生にいたこともありました。 どち

らも偶然に発見したとはいえ、 ちょっとう

れしい瞬間でした。

　「鳥」 という動物は、 おそらく植物や昆

虫と並んで、 私たちにとって最も身近な

生きものの一つでしょう。 公園ではスズメ

やキジバトがみられ、 人工建造物が多い

都心でもヒヨドリやカラスの姿を必ずといっ

てよいほど見かけます。 この季節、 渡来

した夏鳥を楽しみにハイキングに出かけ

たり、 旅行をかねて固有種や珍鳥、 迷

鳥を見に遠くの島へ行ったりするのも楽

しいのですが時間もお金もかかります。

その点、 移動途中や週末の休みなど、

ちょっとした時間を利用して野鳥を見るの

は手軽で誰にでもでき、 時にはうれしい

発見もあります。 ちなみに、 このような

場所に野鳥なんていない、 双眼鏡を持っ

ていないから見分けられない、 といった

先入観を持たないほうが楽しむことができ

ます。 私の知人は、 山口県の山中でド

ライブ中にコウノトリを、 秦野市の丘陵地

で散歩中にアカコッコを見つけたこともあ

りますよ。

図 4. シジュウカラ． 重永明生撮影． 図 5. ヒヨドリ． 重永明生撮影． 図 6. カルガモ．
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ふしぎな生きもの　菌類　～動物？ 植物？ それとも？～ 出
で が わ よ う す け

川洋介 （学芸員）

　皆さんは、 世界一大きな生きものが何

だかご存知ですか？ 世界最大の動物は

シロナガスクジラ （体長約 25m、 体重約

100t）、 最大の植物は北米のセコイアで、

高さは 100m を超え重量は 1500t にも達

するといいます。 では、 キノコの横綱は

何でしょう。 一昨年の 9 月、 藤野町の

力石さんから連絡を頂き、 ニオウシメジ

を観察することができました（図 1）。 数

十本のいまだ、 開ききっていないキノコ

が束をなして幅 50cm ほどにも達していた

でしょうか。 キノコの根元は、 まるで体温

があるかのような熱を帯びており、 小さな

子供の体ほどもあるキノコとの対面はなん

とも迫力のあるものでした。 藤野町教育

委員会のご厚意で、 ひとかたまりを頂き、

たいへん貴重なものですので大事に持ち

帰って凍結乾燥の後、 樹脂含浸標本と

して博物館に保管しました。 このニオウ

シメジは、 過去に重さ 100kg を越えるま

で育った記録があります。

　ところが 10 年ほど前に、 「世界最大級

の生きものはキノコだ」 という論文 （Smith 

et al. 1992, Nature, 356:428-431） が 発

表され、 話題をよびました。 しかも、 そ

のキノコはごく身近なナラタケの仲間だと

いうのです（図 3）。 とはいってもキノコそ

のものが巨大化したわけではありません。

キノコは、 植物でいえば花に相当する

部分です。 キノコの本体は、 地中や朽

木の中に這いめぐらされた根のような細

い菌糸で、 特にナラタケの仲間は、 菌

糸がたくさん集まって針金のようになった

“菌糸束” を作ります。 これはまるで毛

のように見えることから、昔の人たちは「山

姥の髪の毛」 という面白いあだなをつけ

ました（図 2）。 この北米の研究によると、

15 ヘクタールにわたる森林内の各地から

集めたキノコや菌糸束を遺伝的に調べた

ところ、 それらは一つのクローンをなして

おり同じキノコの体だとみなすことができ

たのだそうです。 森林に生息するこの菌

の総重量は少なく見積もっても約 100t、

胞子が発芽してからの年齢は 1500 歳を

越えると推定されましたが、 2000 年には

更にこれを凌ぐ数値が記録されているよう

です (Volk 2002, Inoculum, 53:4-8)。 キノ

コが、 シロナガスクジラに匹敵するような

サイズをしているなんて、 にわかには信

じられませんね。

　実は気がつかないだけで、 私たちの身

の回りにはキノコやその仲間たちがたくさ

ん生きています。 昨年の秋、 博物館の

近くの空き家にキノコが発生！ という情

報が入りました。 現場検証の気分で空き

家を訪ね、 恐る恐るドアをあけると、 天

井からの雨もりが数年も続いたのでしょ

う、じっとりと水分を含んだ畳の縁に、にょ

きにょきとヒトヨタケ （一夜茸） の仲間が

生えていました（図 4）。 ていねいに畳の

表面を観察してみると、 どろどろとした白

い血管のようなものがあちこちを這い回っ

ており、 その周辺に小さなキノコのような

ものが見つかりました。 この正体は、 変

形菌 （またの名を粘菌） です。 血管の

ように見えたものは巨大なアメーバで、 こ

れが十分にえさを食べつくすと、 一晩の

うちに姿を変えキノコのような姿 （子実体）

となって、 ホコリのような胞子を飛ばしま

す。 変形菌の本来のすみかは、 林の中

の朽木や枯葉です。 梅雨明けごろ、 森

の地面をルーペでたんねんに探してみて

図 1. ニオウシメジ . 　図 2. 枯れ木の表面を這うナラタケの菌糸束 “山姥の髪の毛”． 図 3. ナラタケ． 図 4. 空き家の古畳に発生し

たヒトヨタケの仲間． 図 5. 古畳の上を這う変形菌のアメーバ． 図 6. アメーバから子実体に変身しつつある変形菌ススホコリ． 図 7. 

変形菌クダホコリの未熟な子実体．
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ください。 色とりどり、 形も様々なかわい

らしい変形菌の子実体がみつかるはずで

す（図 6-9）。

　しかし、 キノコも変形菌も、 いったい、

どこからやってきて何故、 家の中などに

生えてしまったのでしょう？ 実は、 彼ら

は 「胞子」 で増える微生物の仲間です。

胞子は 1mm の百分の一ほどで、 簡単

に風に乗ってとばされます。 ですから、

気がつかないだけで私たちの身の回りに

は目に見えない胞子がたくさん飛んでい

るはずなのです。 そんな気持ち悪い！ 

などと思わないでくださいね。 胞子が発

芽して育つためには十分な湿度が必要

ですから、 毎日、 掃除さえしていれば

大丈夫ですし、 健康であれば胞子を吸

い込んでも全く問題はありません。 しか

し！よく注意してみましょう。 湿りがちな

風呂場の壁や汚れた窓ガラスの上、 あ

るいはうっかり忘れていた食べ物の上

（図 10）に、 しみのようなカビがみつかり

ませんか？

　実は、 顕微鏡を使ってながめてみると、

カビの仲間もキノコとなんら変わりないこと

がわかります。 部屋の中だけではなく、

外に出て野山で古くなった枯葉や枯れ枝

を探し、 セロファンテープを貼り付けてカ

ビをはがしとり、 観察してみましょう。 運

がよければ、 顕微鏡下で、 芸術品のよ

うな形をした意外なカビの姿に出会える

はずです（図 12-14）。

　以上、 紹介してきたキノコ、 変形菌、

カビはいずれも 「菌類」 という生きものの

仲間です。 残念ながら、 菌類という言

葉には、 バイキン （黴菌）、 病原菌など

あまり良いイメージがありません。 たしか

に、 人間の水虫や、 作物をだめにする

植物の病気を起こす菌類もいます。 しか

し、 おいしい食用キノコも菌類ですし、

酒、 味噌、 醤油などの発酵食品を作る

のに菌類は欠かせません。 アオカビから

抗生物質を発見した学者は多くの人の命

を救い、 ノーベル賞を受賞しました。

　ギリシア時代の学者たちは、 この世の

生きものを動物と植物の二つに分け、 地

面に生えて動かないように見える菌類は、

色の無い原始的な植物なのではないかと

考えました。 しかし、 自然界の菌類は、

私たち人間をふくめた動物や植物の遺体

（図 11) や排泄物を分解する縁の下の力

持ちとして活躍しており、 動物とも植物と

も異なる独自の生きものだということが明

らかにされてきました。 さらに、 最近の

遺伝子解析の研究によれば、 菌類に一

番近い生きものは動物だとも言われてい

ます。 大昔に、 共通の祖先から分かれ

て、 違う道を歩んできた兄弟として、 菌

類から学ぶことはたくさんありそうです。

　みなさんも、 この夏、 「菌類」 のふしぎ

に触れてみませんか？ 2006 年 7 月 15

日～ 11 月 5 日の予定で、 特別展 「ふ

しぎな生きもの　菌類　～動物？ 植物？ 

それとも？～」 の開催を予定しています。

図 8. 変形菌ジクホコリの子実体． 図 9. 変形菌カタホコリの子実体． 図 10. ミカンに生えたケカビ． 図 11. 人間の遺体に生えること

もあるカビ，トムライカビ． 図 12. 枯葉のカビ，ジクチオスポリウムの胞子． 図 13. 枯れ木に生えたカビ，ミコエンテロロビウムの胞子．

図 14. 枯れ草のカビ， ホブソニアの胞子．
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　地球上には、 あらゆる場所に様々な

種類の花が咲いていて、 世界中で約

20 万種もあるそうです。 自然の中だけ

でなく、 私たちの身の周りである家の中

やベランダ、 道端や公園などにもたくさ

んの花が咲いています。 ちなみに、 ウ

サギ小屋程度の我が家にも、 なんと 11

種類の花が咲いていました！当館の周り

にも四季を通じていろいろな花が咲き、

来館者の目を楽しませてくれています。

また、 館内の展示室にも各所に花の展

示があり、それぞれの美しさをあらわして

います。ただし、展示室の花の多くは、

毎日水をあげなくてもよい、手間のかか

らないものですが ・ ・ ・

　それらのなかでも特に変わった 「花」

が、当館の地球展示室に咲いています。

そ れ は、 「 砂 漠 の バ ラ （desert rose

デザート・ローズ）」 と呼ばれるものです。

一つは、 地球展示室の中央にある大型

展示ケースの中に納まっているもので、

アメリカ合衆国オクラホマ州の砂漠に咲

展示シリーズ 18 砂漠に咲く花～デザート ・ ローズ～　 平
ひ ら た だ い じ

田大二 （学芸員）

いていたものです （図 1）。 もう一つは、

大きな壁に埋め込まれたガラスケースの

中ほどに納まっている、 メキシコ合衆国

チワワ州の砂漠に咲いていたものです

（図 2）。

　もう、 これらが植物ではないことに気が

つかれたでしょう。 では、 なんでしょう

か？

　実は、 この 「砂漠のバラ」 は鉱物で

す。 鉱物の形がまるでバラの花びらのよ

うであるため、 この名がつけられました。

展示標本のうちアメリカ合衆国産のもの

は、 硫酸バリウム （BaSO4） が結晶化し

た重
じゅうしょうせき

晶石 （Barite バライト） という鉱物で

できています。 一枚一枚の花びらの大き

さは 3 ～ 5cm ほどです。 それらがいくつ

か集まってバラの花のような構造を作り、

さらにそれらの花が無数に集まり、 大き

さ 70cm、 重さ約 300kg の塊となってい

ます。 ちなみに、 硫酸バリウムは胃のレ

ントゲン写真を撮るときに飲む白い液体

の原料です。 一方、 メキシコ産のもの

は硫酸カルシウム （CaSO4） が結晶化

した石
せ っ こ う

膏 （Gypsum ジプサム） という鉱

物です。 こちらは、 花びらの大きさは 5

～ 10cm と大ぶりですが、 標本の大きさ

は約 30cm ほどです。 花びら一枚一枚

の形がはっきりしているのが特徴的です

が、 バラの花とは言いがたい気もします。

　当館では、 その他にも砂漠のバラ標

本を所蔵しています。 なかでも横浜市

在住の石川尭さんからご寄贈いただい

たアルジェリア産の標本 （石膏） は、

一枚の花びらが大きく、 大きさが約

50cm と目を見張るほど立派なものです

（図 3）。 残念ながら常設展示はされて

いませんが、 企画展や特別展などで紹

介してきました。 今後も機会がありました

ら展示したいと思います。 なお、 砂漠

のバラには、 炭酸カルシウム （CaCO3）

が結晶化した方
ほうかいせき

解石 （Calcite カルサイ

ト） でできているものもあります。

　では、 このような砂漠のバラは、 どのよ

うな場所で、 どのようにしてできるのでしょ

うか。 　砂漠のバラが採集されている場

所は、 展示標本に見られるようにアメリカ

合衆国オクラホマ州やメキシコ合衆国チ

ワワ州の砂漠地帯や、 アフリカのサハラ

砂漠など極端な乾燥地帯です。 砂漠地

帯の降水量はわずかですが、 まとまった

雨が降ることもあります。 その大部分は

蒸発してしまいますが、 一部分は地表か

ら浸透して地下水となります。 この地下

水が流れてオアシスなどで地表に現れま

す。 そしてまた、 一部の地下水は毛細

管現象によって地表に向って上昇し、 蒸

発していきます。 砂漠のバラは上昇して

きた地下水が蒸発する際に、 その中に

溶けていた硫酸バリウムなどの成分が濃

集し、 さらに周りの砂を取り込みながら結

晶化してできたものです。 地下数cm～数

m のところに多く生成するといわれてい

ます。 砂漠のバラの色は、 結晶の中や

表面にある砂粒の色が反映されているの

で、 故郷の砂漠の色といえます。

　砂漠のバラは砂漠地域の特殊な環境

でしかできないと思われますが、なんと

身近で形成された例もあります。縄文時

代の貝を採集するため、 横浜市金沢区

六浦町のポンプ場の沖積層の泥を乾燥

させていたところ、 5mm 程度の可愛らし

いバラの花状の石膏が結晶化しました。

泥の中に硫酸カルシウムの成分が含ま

れていて、 博物館内の乾燥した環境の

中でできたようです。

　なぜバラの花のような形になるのか、

その原因はまだよく分かっていません。

植物の花の形もそうですが、 自然がつく

る形の不思議といえます。

　さて、 砂漠のバラとは、 鉱物の形状

がバラの花に似ているためつけられたも

のですが、 植物にも 「砂漠のバラ」 と

名づけられているものがあります。 キョウ

チクトウの仲間で、 原産地は東アフリカ

で熱帯や亜熱帯地域に生息するものだ

そうです。 蛇足まで。

図 1. アメリカ合衆国オクラホマ州ノーマ

ン産 . 重晶石 (KPM-NM0020096).

図 2. メキシコ合衆国チワワ州ナイカ産 . 

石膏 (KPM-NM0020097).

図 3. アルジェリア産 . 

石膏 (KPM-NM0020098).
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催し物への参加について

上記の催し物の受講料は無料です。 ただし、

野外観察や実習作業を伴う講座は傷害保険

（1 人 ・ 1 日 50 円）への加入をお願いします。

　また、参加には事前の申込が必要です。

応募多数の場合は抽選となります。 参加方

法や各行事の詳細については、下記の連絡先

までお問い合わせください。 ホームページでも

詳細を見ることができます。

申込 ・ 問合せ先

神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館

企画情報部企画普及課

所在地 〒 250-0031
 小田原市入生田 499
電　話 0465-21-1515　

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://nh.kanagawa-museum.
   jp/index.html

催し物のご案内

● 野外観察と室内実習 「先生のための地層と

化石入門」 ［博物館と野外］

日時／ 7 月 25 日（火）～ 7 月 27（木）の 3 日間

連続講座　10:00 ～ 16:00

対象／教員と一般 （大人向き） 12 人

申込締切／ 7 月 4 日 （火）　消印有効

● 室内実習「貝のかたちを調べよう」［博物館］

日時／①ホタテのひみつ＝ 7 月 28 日 （金） ②

アサリのひみつ＝ 7 月 29 日 （土） ③キサゴの

ひみつ＝ 7 月 30 日 （日） 10:00 ～ 15:00

対象／小学 4 年生～大人  各回 10 人

申込締切／①②③とも 7 月 11 日（火）消印有効

● 学習会 「菌類をテーマとした自由研究に挑

戦しよう」 ［博物館］

日時／ 8 月 1 日（火） ・ 27 日（日）の 2 日間

連続講座　10:00 ～ 15:00

対象／小学 4 年生～高校生  20 人

申込締切／ 7 月 18 日 （火）　消印有効

● 室内実習 「サルからヒトへの進化をさぐる」

［博物館］

日時／ 8 月 2 日 （水）　10:00 ～ 15:00

対象／小中学生と教員 20 人

申込締切／ 7 月 18 日 （火）　消印有効

● 室内実習「コンピュータで地球を見る - リモー

トセンシング入門 -」 ［博物館］

日時／ 8 月 4 日 （金）　10:00 ～ 15:00

対象／教員 20 組

申込締切／ 7 月 18 日 （火）　消印有効

● 室内実習「岩石プレパラートを作ろう」［博物館］

日時／ 8 月 9 日（水） ･ 10 日（木）の 2 日間

連続講座　10:00 ～ 15:00

対象／教員 10 人

申込締切／ 7 月 18 日 （火）　消印有効

● 室内実習 「ミニ火山を作ろう」 ［博物館］

日時／① 8 月 11 日（金） ② 18 日（金）10:00 ～

15:00

対象／小学 4 年生～中学生と保護者  各回 10 組

申込締切／①は 7 月 25 日 （火） ②は 8 月 1

日 （火） 消印有効

● 室内実習 「私たちの祖先はだれ？」［博物館］

日時／① 8 月 21 日（月）② 22 日（火）10:00 ～

15:00

対象／小学 4 年生～中学生  各回 20 人

申込締切／①②とも 8 月 1 日 （火） 消印有効

● 室内実習 「やさいとくだものの観察」 ［博物館］

日時／ 8 月 23 日 （水） 13:30 ～ 15:30

対象／小学生～高校生と保護者 24 人

申込締切／ 8 月 8 日 （火）　消印有効

● 室内実習「きのこを育ててみよう」［博物館］

日時／①9月3日（日）② 17 日（日）10:00～15:00

対象／小学 4 年生～高校生  各回 20 人

申込締切／ 8 月 15 日 （火）　消印有効

● 野外観察 「秋の植物ウオッチング」 ［舞岡

ふるさと村 （横浜市戸塚区） の予定］

日時／ 9 月 23 日 （土）　10:00 ～ 15:00

対象／小学生～高校生と保護者 40 人

申込締切／ 9 月 5 日 （火）　消印有効

● 野外観察と室内実習 「変形菌観察会」 ［博

物館とその周辺］

日時／ 9 月 30 日 （土） ・ 10 月 1 日 （日） の

2 日間連続講座　10:30 ～ 15:30

対象／どなたでも 30 人

申込締切／ 9 月 12 日 （火）　消印有効

● 野外観察 「河原の石の探検隊 - 石ころ実物

図鑑を作ろう -」 ［相模原市高田橋入口］

日時／ 10 月 8 日 （日）　10:00 ～ 15:00

対象／小学 4 年生～中学生と教員 20 人

申込締切／ 9 月 19 日 （火）　消印有効

● 室内実習 「動物ウオッチング - 体のしくみと

えさの関係 -」 ［博物館］

日時／ 10 月 14 日 （土）　10:00 ～ 15:00

対象／小学 4 年生～大学生 15 人

申込締切／ 9 月 26 日 （火）　消印有効

　前回、 「しもばしらをつくろう」 という原

稿を書くにあたり、 実際に冷凍庫で霜柱

を作ってみたのですが、 失敗しないため

には霜柱が出来ている土を使うとよいと本

に書いてあったので、 博物館の周りを探

してみました。 いくつかポイントがあった

のですが、 博物館から入生田駅に向か

う道の途中にコケがたくさん生えていると

ころがあって、 そこに霜柱が出来るので、

実験にはそこの土を使いました。 そのとき

改めてコケを見たのですが、 コケって美

しいですね。 雨の日には特に色が冴え

て、 梅雨時も楽しく過ごせそうです。

　少し前になりますが、 コケ玉が流行っ

たことがあります。 コケの持つ柔らかな感

触が現代人のとげとげした心を癒すとか。

『ＮＨＫ趣味の園芸』 のバックナンバー

（2004 年 7 月号） に作り方が載っていた

ので、 実際に作ってみました。 コケ玉は

根洗いや草玉と呼ばれる、 盆栽の世界

で親しまれていたものの変形で、 日本人

は古くからそういうものを作って自然を愛

でていたようです。 こんな話を人にして

いたら、 コケが好きなら箱根美術館に行

くとよいといわれました。 コケ好きにはた

まらないすばらしい庭があるそうです。『コ

ケの世界－箱根美術館のコケ庭』 （エム・

オー ・ エー美術 ・ 文化財団発行） とい

う本がライブラリーにありますが、 写真を

見ただけでもすばらしい庭なのでぜひ行

きたくなりました。

　ライブラリーでコケを調べるための図鑑

としては、 『原色日本蘚苔類図鑑』 （保

育社）、 『日本の野生植物コケ』 （平凡

社）、 『フィールド図鑑コケ』 （東海大学

出版会） などを所蔵しています。

ライブラリー通信

コケの魅力
篠
し の ざ き よ し こ

崎淑子　（司書）

ふしぎな生きもの 菌類
～動物？ 植物？ それとも？～

7 月 15 日 ( 土 ) ～ 11 月 5 日 ( 日 )

特別展

　おいしいキノコ、 食卓に欠かせない発酵食品など、 私たちの

生活は菌類に支えられています。ときに悪さをして恐いイメージも

ありますが、 ほとんどの菌類は自然の中でのびのび生きており、

美しくもあり、 思わず楽しくなるような素顔をしています。 今回の

特別展では、 身近にいながら気がつきにくい、 動物でもない、

植物でもない「ふしぎな生きもの 菌類」の世界に皆さんをご案内

します。
観覧料／ 20 歳以上 （学生を除く） 200 円

 20 歳未満 ・ 学生 100 円

 高校生以下 ・ 65 歳以上 無　料

　4 月 1 日付けで新たに

館長に就任した斎藤靖二

です。 私も、青木淳一前

館長と同様に自然が大好

きです。 当博物館をさらに

楽しい博物館にしていきた

いと思っておりますので、

どうぞよろしくお願いいた

します。

館長が替わりました
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　当館の昆虫展示における目玉は？とよ

く聞かれます。 私は習慣的につい 「メダ

マヤママユ！」 とか 「メダマカマキリ！」

と反応してしまうのですが、 それ以上に

自慢できるのがテントウゴキブリなので

す。「昆虫の世界」展示における擬態コー

ナーの一角に、 オオテントウ類に混ぜて

展示してあるのにお気づきでしょうか？

　私にとって、 このゴキブリは憧れでした。

ゴキブリのくせにテントウムシそっくりで、

それこそおとぎの世界に登場するような空

想めいたイメージだったからです。 「擬態

―自然も嘘をつく―」 （W． ヴィックラー

著、 羽田節子訳、 1970、 平凡社） とい

う本の中でその存在を初めて知ったので

すが、 そこに図示されていたのは写真で

はなくて描かれたカラー絵でした。つまり、

よほど珍しい種なのでしょう （その本には

よく見かけるように書かれてはいますが）。

実際、 私自身はその後もずっと標本も写

真すらも見ることがありませんでした。

　でも、当館の擬態展示を企画する中で、

どうしても欲しい種類でした。 そこで当時、

標本収集を依頼していた昆虫研究者 N さ

んに 「何としてでも！」 とお願いしていた

ところ、 「いくつか手に入ったよ！」 という

朗報が来たのです。 思わず 「全部ちょう

だい！」 と叫んでしまいました。 インドネ

シアのスラウェシ島から大量のテントウム

シを入手したところ、 その中に混じってい

たとのことですが、 1 匹ずつ標本整理を

していて初めてテントウゴキブリが混じって

いたことに気づいたそうです。 N さんのよ

うな超一流のプロですらちょっと見にはわ

からなかったほどですから、 そのテントウ

愛らしいゴキブリたち   高
たかくわ

桑正
ま さ と し

敏 （学芸員）

ムシ擬態の完成度の高さに驚きます。

　当館の 「昆虫の世界」 にはもう 1 種の

ゴキブリが標本として展示されています。

「変わった姿 ・ 形」 コーナーのシンボル

展示ケース内のヨロイモグラゴキブリです。

その和名から連想できるように、 種名ラベ

ルを見なければゴキブリとはわからないほ

ど大型で奇妙なこの昆虫は、 地中で家

族生活を営む （子育てを行なう） という変

わり者としても有名です。 ゴキブリというイ

メージがないためか、 分布地のオースト

ラリアではペットとして飼われることもあり、

かわいいので手のひらに乗せてなでてあ

げる子供たちもいると聞きました。

　さて、 愛らしいゴキブリといえば、 どう

しても東南アジアのルリゴキブリ類を紹介

しなければなりませんね。 その美しい色

彩には、 誰しもが思わず目を見張ること

でしょう。 熱帯のジャングルの中で強烈

な陽射しを浴びて活動するその姿は、 も

はやゴキブリというイメージがありません。

つい先日も、 タイ北部で山頂に吹き上

がってくる昆虫を次々と採集していたとき

です。 すばやいがおかしな飛び方のも

のを採集してみたら、 なんとオオルリゴキ

ブリの 1 種だったのです。 日中にジャン

グルの上を飛ぶゴキブリなんて信じられ

ますか？ 

　これらルリゴキブリ類はけっして多くはな

く、 むしろ発見は困難な仲間です。 そ

れに比べ、 東南アジアでは下草の葉上

にそれこそたくさん見かけるのがキスジワ

モンゴキブリです。 黄色のスジが目立っ

て美しいといえばそうなのでしょうが、 こ

ちらはけっこう 「本格的な」 ゴキブリで、

じつはおなじみのクロゴ

キブリなどと同じゴキブリ

科に属します。

　ところで、 ゴキブリの

生態写真図鑑が発行さ

れているのをご存知です

か？ その書名もズバリ

「ゴキブリだもん～美しき

ゴキブリの世界～」 （鈴

木知之、2005、幻冬社）。

「本格的な」 ゴキブリもた

くさん登場しますが、 前

述のヨロイモグラゴキブリ

はじめ愛らしい種がいくつも紹介されてい

て、 みなさんのゴキブリ観を変えてしまう

かも。 じつは、 当館のある学芸員の奥さ

んは、 その愛らしいゴキブリのコレクター

なのです （夫の方だったらゴキブリ亭主

と言われかねないですね）。 そうそう、

残念なことにこのゴキブリ図鑑にもテント

ウゴキブリが出ていません。 よっぽど珍し

いのか、 あるいは葉の上で生活している

ときは、 プロをもあざむくほどテントウムシ

にそっくりなのか。 いつか私の目で生き

ている姿を見てみたいものです。

　いずれにしろ、 みなさんにはテントウゴ

キブリの展示標本をじっくりとご覧いただき

たいと思います。 もしかすると、 日本では

当館でしかテントウゴキブリを展示していな

いかもしれませんよ。 なぜって、N さんか

らはすべて頂戴してしまったのですから。

　お断り ： ここではあえてテントウゴキブリ

の標本写真を掲載しません。 いじわるな

ようですが、 実際にみなさんの目で標本

を見ていただきたいからです。

図1. オオルリゴキブリの1種．

タイ北東部 ； 高桑撮影．

図2. ルリゴキブリの1種．

台湾中部 ； 高桑撮影．

図 3. キスジワモンゴキブリ． タイ東部 ；

高桑撮影．
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